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要　　　約

　中部山岳域の3種類の森林内で，ショウジョウバエ群集がどのような成層構造を形成しているかを調査し

た。調査は信州大学農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究センター（AFC）構内ステーシ・ン演習

此内の人工林と，同奥歯ステーション演習面内の渓流沿いの落葉広葉樹林と亜高山性針葉樹林で行った。そ

れぞれの調査地では，林の階層構造を考慮して，林床から樹冠頭頂部までの空遥遠に垂直に4ヶ所トラップ

を設置しショウジョウバエを採集した。その結果，森林内のショウジョウバエ群集は，樹冠周辺の上層に多

い集団と林床周辺の下層に多い集団に大別することができたが，森林の種類によってそれぞれの集団を形成

するショウジョウバエの優占種は異なっていた。人工林と広葉樹林では，「 �･周辺部で数多く採集された

シ・ウジョウバエが優占種となっていた。従って，森林のジ・ウジョウバエ群集をより包括的にとらえてい

くためには，三次元的な環境の異質構造に基づく調査が重要であるように思われた。また，西駒ステーショ

ン演習林内の広葉樹林と針葉樹林では人家性ショウジョウバエが採集されていないことから，人為的な影響

はあまり及んでいないものと思われた。ただし，最近長野県へ侵入してきた南方系のアカショウジョウバエ

（1）γOSO擁露α励0纏6侃S）が構内ステーションで採集されているので，このシ・ウジョウバエの今後の分布

の拡大や自然環境への侵入状況については注意していく必要ある。
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緒 言

　日本の中部山岳域が重要な観光資源として注目さ

れるに従い，今まであまり人に踏み込まれることの

なかった山岳域に，多くの観光客が訪れるように

なった。そしてその結果，人による自然の過剃利用

問題が顕著化しつつある12）。しかし，人為的な撹乱

が野生の動植物の生態にどのような影響を与えてい

るかについて調査を行った例は，昆虫ではほとんど

チ・ウ類に限られており10・14），人為的な影響を測る

指標もあまりない状態といってよい11）。従って，山

岳環境の保全のためには，変化しつつある山岳域の

動植物の生息状況をモニタリングすると共に，現在

の山岳域の生態系が，どの程度人為的な影響を受け

ているかを様々な動植物群集の変化からとらえてい

くことが重要な課題である。

　そこで本研究では，極地を除く世界各地に広く分

受領日　2006年1月30日

採択日　2006年2月17日

浴し，低地から高山帯まで生息しており5），代表的

な種の食1生や繁殖習性などがある程度解明されてい

る9＞双翅目ショウジョウバエ科（Diptera：Droso－

philidae）の・・エを対象として研究を行った。

　ショウジョウバエ群集を用いた環境評価の研究は，

長野県下では北東部の志賀高原を中心に行われてい

るが3・4），中南部では庶とんど行われていない。その

ため，筆者らは2004年に信州大学農学部附属西面ス

テーション演習林内における様々な環境でショウ

ジ・ウバエを採集し，その群集構成の比較を行っ

た7）。しかし，この調査では平面的な環境異質構造

に基づくショウジョウバエの採集はなされているも

のの，三次元的な空間内におけるショウジョウバエ

の調査は不十分で，樹冠に生息するショウジョウバ

エなどは十分にとらえられていない。ショウジョウ

・ミエは平面的に同じ環境であっても，種によって林

床から樹冠までの異なる高さの空間を利用し，成層

構造を作ることが知られているので15），2004年の調

査結果に加えて，森林内のショウジョウバエの生息
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状況を三次元的な空間内で捉えた上で群集構造の比

較を行うことが望ましい。

　そこで本研究では，中部山岳域における様々な森

林環境内のショウジョウバエ群集の，三次元的な空

間内の生息状況を把握することを目的として，人工

林，広葉樹林そして針葉樹林における林床から樹冠

までのショウジ・ウバエの成層構造を調査した。そ

して，その成層構造の特徴について長野県北部のブ

ナ林や針葉樹林で行われた調査結果1・2）と比較しなが

ら考察を行うとともに，どの程度人家性ショウジョ

ウバエが自然環境へと侵入しているかも明確にした。

材料と方法

1。調査地

　調査地は，信州大学農学部附属アルプス圏フィー

ルド科学教育研究センター（AFC）構内ステー

シ・ソ演習林（以下構内演習林）と同西駒ステー

ション演習林（以下西駒演習林）に設定した。

　構内演習林は信州大学農学部構内にある演習林で，

標高770m，面積15．46haである。森林の特徴として

は，平地の人工林で，区画ごとに異なる数種の針葉

樹が植林されている。

　西駒演習林は，通称中央アルプスと呼ばれる木曽

山脈の北部に位置し，面積は250，15haで，標高差は

将棋頭山（2，739m）の頂上付近（2，670m）から麓

（1，350m）までの1，320mに及ぶ。演習林の大部分

は亜高山性ないし高山性の天然林であり，その全域

が水源かん養保安林に指定されているばかりでなく，

全国の大学演習林の中でも高山性天然林は他に類を

みないことから，学術参考林としても保存されてい

る。

　調査地点は構内演習林に1ヵ所，順潮演習林に2
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図1　構内演習林と西駒演習林の位置関係

ヵ所設定した（図1）。以下にその概況を述べる。

（1）構内演習林内の人工林（以下人工林）

　林内はカラマツ，アカマツ，ヒノキ，サワラと

いった針葉樹が区画ごとに植林された平地の人工林

である。また構内演習林という立地条件から，校舎

や生協といった施設が隣接しているために，人為的

な影響の比較的大きな調査地と考えられる。トラッ

プを設置した場所の標高は770mである。

（2）西駒演習林内の広葉樹天然林（広葉樹林）

　西駒演習林内の小黒川上流の沢沿い，標高1，650

mの地点。周辺には湿地性広葉樹の天然林が広がっ

ており，カツラやヤナギやハンノキ，ナラなどが分

布している。

（3）西園演習舌内の針葉樹天然林（針葉樹林）

　標高1，850mの地点で，シラビソやッガなどの針

葉樹林が優寓し，針葉樹の問にはダケカンバやナナ

カマドといった広葉樹がみられる。

2。調査時期及び調査方法

　調査は2005年の7月，8月及び9月の各月10日間，

それぞれの調査地で1回ずつ行った。

　ショウジョウバエを採集するためのトラップは，

直径13Cln深さ12Cmの透明なプラスチック容器に直径

15．5cm深さ13cmのプラスチックの植木鉢を組み合わ

せ，それぞれの下部にポリエステルのピンを接着し

て作った三井式トラップを使用した。このトラップ

は，植木鉢側のポリビンに誘引餌を，プラスチック

容器側には保存液として70％エタノールを入れ，誘

引餌の香りによって植木鉢の底の穴から誘引された

ショウジョウバエを，明るいプラスチック容器側に

誘い込み，エタノールの中に落とすものである。誘

引餌には，バナナを皮ごと細かく刻み乾燥酵母を混

ぜて一晩発酵させたものを使用した。

　トラップはそれぞれの調査地で樹木を1本選出し，

林の階層構造に基づいて樹冠から林床までの4ヶ所

に以下のように垂直に設置した。

　A＝樹冠頭頂部，B＝樹冠内部，　C＝低木層，

　D＝林床

　樹木は人工林では樹高約20mのアカマツを選出し，

同様に広葉樹林では樹高約15mのカツラを，針葉樹

林では樹高約15mのシラビソを選出した。

　採集されたショウジョウバエは研究室に持ち帰り，

実体顕微鏡下で種まで同定し個体数を数えた。

結 果

1。種数と個イ本数

今回の調査を通じて，39種1，712個体のショウ
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表1　本調査で確認されたショウジョウバエの種と個体数

調査地＊

種名 人工林 広葉樹林 針葉樹林 合計

ABCD　ABCD　ABCD且窺勿山田母）勿α　フ二二メマトイ

A．盈％06認α如　サジメマトイ

、4．．ooη加η　コブマダラメマトイ　　　　　　　　　　一

．4．．oんα磁ガ　マダラメマトイ　　　　　　　　　　3　3

．4．sp．　　　　　　　　　　　　　　　　1
L召π6ρ魏θη9ασ襯4富民6孟磁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　ヨツモンコガネショウジョウバエ

ム昭初σ麗㈱αo％⑳醐忽s
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　ハマダラコガネショウジョウバ手

ハzη16πoo擁6η9α初麗6孟α

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　1　　　　　　　　シロガネショウジョウバエ
Sα吻。物ノβαoo㎜o初α

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16　20　　　　　　　　　クロツヤショウジョウバェ

Sα∫％ろ’躍s　ススバネショウジョウバエ　　　　　2　10　1

Z砂万。η薦gγαη漉s　ムナグロショウジョウバエ　　1　3

研吻4ZO5砂ぬ磁痂S’ガ0配88

　　　　　　　　　ニセエゾショウジョウパェ

D塑s砂勉如αφ勿α　タカネショウジョウバエ

D．ろ吻so毎如　フタスジショウジヨウパエ

1）．ぬθ10θ批α　ダイセツショウジョウバエ

1）．OS雇窺如　ツバキショウジョウバエ

1）．ヵ認。乃紹1如　ニセオウトウショウジョウバエ

D．S鷹嬬露　オウトウショウジョウバエ

1：）．πη功θ6’勿α如　ヒトクシショウジョウバエ

D．1鰹鳥86θπ5．キハダショウジョウバエ

エ）．S伽鰯απS　オナジショウジョウバェ

1λ戸6％ゆ勿如　イチジクショウジョウバエ

1）．α％㎜ガα　カオジロショウジョウバェ

1）．配απ鵤露α　ヤマカオジロショウジョウバエ

D．’γ海鞘πγ勿　ノハラカオジロショウジョウバエ

D．α”g〃αγ2s　ヒメホシショウジョウバエ

D。ゐηo勿η砂型os　ナガレボシショウジョウバエ

D．6％γ擁砂勿α　エゾホシショウジョウバエ

D．肋ηぬ認　カクレボシショウジョウバエ

D．勉g70彫α6認磁α　オオホシショウジョウバエ

D．o露6％如zθα　クモマショウジョウバエ

エ）．配goη認α　フタオビショウジョウバェ

1λ魏αん腕磁　ミヤマショウジョウバエ

1）．雇舘ガ0　エゾショウジョウバェ

D．S彪γ％0ρ16％η傭　マガタマショウジョウバエ

1）．α乃0窺此朋S　アカショウジョウバェ

D．αηηπ砂θ∫　ダソダラショウジヨウバエ

1），o％γ加αψ5　マキオショウジョウバエ

1）．珈挽憩㎜％S　オオショウジョウバェ

1　2 1

1　6　　一
一　3　　－
107　148　　3　　　4

2　一　一　一

77　157　41　146
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55　111　16　　41　　　　1

3　5

1713　1
15　12　1

3　11　1

1
4
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1
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3　2　2
1　1　4
1　3　　　1

1　15　　1

　1　　3　1　1

3

　　37　7　8　3
1　　一　一

　　　　　　　3
9　9　7　12　　2

1

84　3 2
1
一

一
3
2

3
3
1
4

1　2

3

1
7
9
1
4
9
7
5
蹴
8
姐
5
1
1
5
1
4
1
8
8
！
7
6
1
6
6
拓
6
5
9
9
4
3
7
㎜
1
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個句数合計 316　522　69　223　　　285　42　　23　　48　　　　64　　32　　60　　28　　　1712

種数合計 19　　24　　10　　14　　　　14　　12　　7　　11　　　　13　　10　　9　　　7　　　　39

＊：Aは樹冠頭頂部，Bは樹冠内部，　Cは低木層，　Dは林床。
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人工林

D
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広葉樹林

600

20

10
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0

針葉樹林
20

10

0

A B C

A　　　　B　　　　C　　　　D

　　　　　　　　図2　トラヅプごとの出現個体数と品数

棒グラフは個体数を，折れ線グラフは種数を示す。

Aは樹冠頭頂部，Bは樹冠内部，　Cは低木層，　Dは林床（図3，4も同じ）。

D

0

ジョウバエが採集された（表1）。各調査地におけ

るトラップの設置場所ごとの採集個体数と種数を図

2に示した。

　人工林ではCの低木層で物数，個体数ともに最も

少なく，樹冠頭頂部と樹冠内部といった地上から高

い位置に設置したトラップで多くのショウジョウバ

エが採集された。

　広葉樹林においてはAの樹冠頭頂部で多くのショ

ウジョウバエが採集されたが，その他のトラップで

はAのトラップほど多くの個体は採集されなかった。

　針葉樹林では黒暗，個体数共に3ケ所の調査地で

最も少なく，トラップごとの採集個体数も，AとC

がわずかに多い傾向が見られたものの，他の採集場

所ほどひらきがなかった。

　危険率5％でん2検定を行った結果，全調査地で

ショウジョウバエの出現個体数はトラップの設置位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド置によって有意な差が見られた。一方で物数につい

ては全ての調査地で有意な差は見られなかった。

2．優占種

　それぞれの森林におけるショウジョウバエの代表

種を明確にするために，調査地ごとの優占種5種の

種ごとの個体数とその全体に占める割合を食性とと

もに表2に示した。またそれぞれの種について採集

個体数をトラップの位置ごと1こ図3に示した。なお，

表2　各調査地での上位優占種の捕獲個体数とその割合

調査地 種名 食性 個体数　　割合（％）

人工林 1）．伽’6s6θηs

1）．s鷹π屠∫

1）．ろ鎗0πα飽

S6．60名α0初α

エ）．π槻％妙θ∫

　生ゴミ

果実，生ゴミ

　　不明

樹液，キノコ

　　不明

421

262

223

36

34

37．3

23．2

19．7

3。2

3，0

広葉樹林 1）．6κγ加。砂∫

エ）．勿嬬7繍α

D．∫耀薦ガ

1）．ろ吻s磁如

エ）．雇S〃疹0

　　樹液

　　果実

果実，生ゴミ

　　樹液

　キノコ

0
2
5
7
7

∩
コ
7
6
イ
住
Q
U

22．6

18．1

16．3

11．8

9．3

針葉樹林 D．0万θη彪Zθα

H．雇S〃ゴ0認θS

nろ卿s磁孟α

1）．忽∫’ガ0

1），sπ2魏露

　キノコ

　キノコ

　　樹液

　キノコ
果実，生ゴミ

匠
」
7
8
2
7

＝
」
3
2
9
自

29．9

20．1

15．2

12．0

3．8
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図3　優占上位種におけるトラップの設置位置ごとの捕獲個体数。縦軸は個体数を示す。

＊：κ2検定によりトラップの設置位置ごとに出現頻度に危険率5％で有意な差があったもの。

食性は南ら（1979）が北海道大学の演習林で行った

調査をもとに，ショウジョウバエを生息環境と食性

ごとに類別したものを用いた9）。

　3ヶ所いずれの採集場所でも優占5種に入ってい

るのは，オウトウショウジョウバエ（1）．s鷹魏の

だけだが，針葉樹林内では7個体しか採集されてい

ないので決して多いとはいえない。従って，ショウ

ジ・ウパエ群集を形作る優占種は，それぞれの林で

異なっていた。

　人工林では，採集個体数が樹冠部のトラップで多

かったため，人工林の樹冠部で多くの個体が採集さ

れたショウジョウバエが優占種になっていた。ただ

し，キハダショウジョウバエ（1）．　♂％’θso6π8）は，

林床に近いトラップでもある程度の個体が採集され

た。

　広葉樹林でも人工林と同様，樹冠部で数多く採集

されるショウジョウバエが優i占種となっていたが，

エゾショウジョウ・ミエ（1λ痂S翻0）は樹冠頭頂部

から林床のトラップ間でどこでも同じくらいの数の

個体が採集されていた。

　針葉樹林内では，樹冠から林床までどこでも採集

されているショウジョウバエ・が優占種となっていた。

しかし，優占第1位のクモマショウジョウバエ

（1λo卿蜘6θα）は一番高いトラップで他のトラッ

プよりもかなり多くの個体が採集されていた。

3．トラップ間の類似度
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　　図4　トラップ設置位置間の類似度指数αによるデンドログラム

　林床から樹冠までのショウジョウバエ群集がどの

ような集団を形成しているかを調べるために，ト

ラップの位置ごとの類似度（Piankaのα指数12））

を算出しデンドログラムを用いて図4に示した。

　この指数は調査地点のショウジョウバエ群集の類

似性を評価するもので，種数・個体数のデータを用

いて以下の式で求められる。

α＝｛Σ（nAご・nBゴ）｝／［｛Σ（nAゴ／NA）2・Σ（nB／NB）2｝1／2。

N。・N。］

（nAご，　nB6地域Aと地域Bにおける種ガの個体数，

NA，　NB：地域Aと地域Bの総個体数，　a：地域A

の種数，b：地域Bの種数，　c：地域A，　Bの共通

種数）

　この類似度の値が大きいほど，両地点間のショウ

ジョウバエ群集の構成が似ていることを示す。

　その結果，ショウジョウバエ群集は上層と下層の

2つの集団に分けることができた。広葉樹林内では，

林床のトラップで採集されたショウジョウバエの種

構成は，他の3つのトラップで採集されたショウ

ジョウバエの種構成とやや異なり，4つのトラップ

の中では特異な種構成となっていた。針葉樹林内で

は樹冠頭頂部で採集されるショウジョウバエの種構

成が他の3つのトラップで採集されるショウジョウ

バエの種構成とやや趣が異なる事を示した。また，

人工林では，樹冠部のショウジ・ウバエの種構成と

林床及び低木層のショウジョウバエの種構成が異な

る事を示した。

考 察

　平地の人工林，落葉広葉樹林帯の湿地性広葉樹林

および亜高山性の針葉樹林の3種類の森林において，

林床から樹冠までの空間内でショウジョウバエを採

集し，それぞれの森林内におけるショウジョウバエ

群集の成層構造を調査した。その結果，森林内の

ショウジョウバエ群集は，上層と下層の集団に大別

することができ，森林によって上層と下層を構成す

るショ．ウジョウパエは異なっていた。ただし，フタ

スジショウジョウバエ（P．ろ勿s6ゴ磁）のように，

広葉樹林では樹冠部で多いが，針葉樹林では低木層

で多くなるなど林によって樹冠までの垂直分布のパ

ターンが異なる種も見られた。

　人工林のショウジョウバエ群集は，キハダショウ

ジョウバエ（1）．　Zz4云836θη5），オウトウショウジョウ

バエ（ZλS㈱狛の及びフタオビショウジョウパェ

（D．伽侃α勿によって特徴付けられたが（表2），

キハダショウジョウバエ（1），　♂％’θsoθ％∫）の多さが

他の2種類の林に比べて特に目立っている。キハダ

ショウジョウバエ（五）．　1％’6so6η∫）は，野菜や果実

の腐ったものばかりでなく生ゴミなども利用して繁

殖する人家性のような性質を持つ種のため，人為的

な影響の多い構内演習林で数を増やし，人工林内で

比較的高密度に分布していたものと考えられる。下
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層ではヒメホシショウジョウバエ（1）．αη8漁7乞s）

などが多く確認された（表1）。この種を含むホシ

ショウジョウバエの仲間の多くは，ギノコを食料と

して利用することが知られており9），ヒメホシショ

ウジョウバエ（P．侃9漁7匿s）もキノコの多い林床

に多く生息していたものと思われる。また，優占第

3位のフ平臥ビシヨウジヨウバエ（1）．　ろ匿90πα～1α）

は，ブナ林で行われた調査では林床に多く分布して

いると報告されていたが1），人工林では樹冠部に多

い結果となった。人工林内では今回の調査であまり

多くの林床性のショウジョウバエは採集されていな

い。これは人工林の特性で，樹木の億とんどが円錐

型の樹形を持つ針葉樹で，枝打ちや下草刈りの結果，

樹冠部分以外の植生が貧弱になり，・林床部にショウ

ジョウバエの適当な生活空間があまりないためと考

えられる。従って，人工林のショウジョウバエ群集

は，樹冠部分を中心とした上層に生息するショウ

ジョウバエによって特徴付けられていると考えられ

た。

　広葉樹林では人工林以上に樹冠部（特に樹冠頭頂

部）にシ・ウジョウバエの採集個体数が集中する傾

向が見られた（表1，図2）。優占種のうち，マキ

オショウジョウバエ（1）．6％γ加0砂s），ニセオウトウ

ショウジョウバエ（1）．忽♂6伽認α），オウトウショ

ウジョウバエ（1λ∫鷹π履），及びフタスジショウ

ジョウバエ（D．∂施∫6編α）の4種は，樹冠部で多

く，優占5位のエゾショウジョウバエ（D．雇s一

魏。）は林床を中心に生息していた（図3）。これ

は長野県北部のブナ林で行われた結果とも一致して

いた。また，図4からは樹冠頭頂部のAと林床のD

の集団の他に，樹冠内部のBと低木層のCからなる

中間の集団が確認された。BとCはAと共通の種が

多く確認されていたために，Aに付随する集団であ

ると考えられる。よって夏季の広葉樹林のショウ

ジョウバエ群集は，樹冠部分を中心とした個体数の

多い上層の集団と，林床にのみ多く確認されたエゾ

ホシショウジョウバエ（D。o％γ〃ゆ伽）やエゾショ

ウジョウバエ（D．隔∫魏。）といった比較的少数の

キノコ食の種によって形成される下層の集団の2つ

から成り立っていると考えられた。

　針葉樹林は今回の調査地の中で，価数，個体数と

もに最も少なかった。これは針葉樹林帯がほかの調

査地と比べ標高が高く寒冷であるために，ショウ

ジョウバエの活動期問が制限されていたり，有機物

の発酵が低温であまり盛んでなかったりするためだ

と考えられる。図4のデンドログラムでは，針葉樹

林内のショウジョウ・ミエ群集も上層と下層の集団に

分割されたが，広葉樹林の場合と異なり，樹冠頭頂

部のショウジョウバエ構成が他のトラップのショウ

ジョウバエ構成と異なっていた。ここでもキノコ食

のエゾショウジョウバエ（Zλ雇s魏。）とニセエゾ

ショウジョウバエ（E痂∫醒。漉s）は，共に林床か

ら低木層で多く確認されていたが，クモマショウ

ジョウバエ（D．o瘤η嬬θα）はキノコ食でありなが

らAの樹冠頭頂部で多かった。この種は北海道と長

野県北部のブナ林における調査では，林床に多いキ

ノコ食性の種であると報告されているが1，9），過去に

長野県北部の針葉樹林で行われた調査では今回同様

樹冠部で多く採集された2）。この原因としては，こ

の種が季節により標高差を利用した移動を行うこと

が考えられる8＞。移動のためには樹冠部の空薫を利

用する可能性が高く，そうした移動期にトラップを

樹冠に設置すると樹冠でこの種の多くの個体が採集

されることになり，こうした現象が見られるのでは

ないかと考えられている。

　今回の調査結果から，全ての調査地においてショ

ウジョウバエ群集は樹冠周辺部を中心に生息する上

層集団と，林床周辺に多く生息する下層集団に分け

ることができた。特に人工林や広葉樹林では，優占

種の多くが上層に集中して出現しており，夏季にお

けるこれらの森林のショウジョウバエ群集は，樹冠

周辺部の種によって特徴付けられる場合が多いこと

が示された。誘引トラップを用いている以上，必ず

しも樹冠にトラップを設置しなくとも樹冠に生息す

るある程度の種や個体は採集できると思われるが7），

環境を測る指標として森林内のショウジョウバエ群

集を利用することを考えると，樹冠内及びその周辺

部に生息する種を捉えることが重要であると考えら

れた。従って，中部山岳域の森林内でショウジョウ

バエ群集のモニタリングを行う際には，2004年に

行った平面的な調査に加えて，樹林内の階層構造を

考慮した採集を行うようなモこタリソグ技術を開発

していく必要があるといえる。

　最後に，人家性種の森林内への侵入状況を見ると，

今回の調査を行った広葉樹林と針葉樹林内では典型

的な人家性種がまったく見られないことから，その

自然度が高く保たれているように考えられる。しか

し，構内演習林の人工林内ではアカショウジョウバ

エ（D．α乃0厩0αηS）が採集されていた。この種は，

長野県内では2002年に伊那市で初めて生息が確認さ

れたアジアの熱帯や亜熱帯に生息するショウジョウ

バエで6），いわゆる侵入種で人家性ショウジョウバ
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エの性格を持つ。従って，伊那地域でどの程度生息

しているか，長野県内でどのように定着し分布を広

げていくかなどを明らかにする必要があると思．われ

た。
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Stratification of the Drosophilid assemblage in the Research Forest of AFC,

　　　　　　Shinshu University
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　＊Graduate school of Agriculture Science. Shinshu University

＊＊ Faculty of Education, Shinshu University

＊＊＊ AFC, Faculty of Agriculture, Shinshu University

Summary

　　　Strati且cation　of　the．drosophilid　assemblage　was　surveyed　in　three　l｛inds　of　forests　ill　central　Japan．

Collections　were　carried　out　at　three　survey　poillts：in　an　arti丘cial　forest　ill　the　Campus　Research　Forest，

in　a　deciduous　br6ad－leaved　forest　near　a　stream　and　a　subalpine　coniferous　forest　in　the　Nishikoma

Station　of　the　Research　Forest　of　the　Educatioll　and　Research　Cellter　of　Alpille　Fieid　Science（AFC），

Shinshu　University．　Four　attraction　traps（A，　B，　C　arld　D）were　placed　vertically　from　the　forest　fioor　to

upper（A：top　of　the　tree　callopy，　B：in　the　middle　of　the　tree　canopy，　C　l　in　the　shrub　layer，　and　D；on

the　forest　Hoor）．　This　survey　shows　that　drosophilid　asse111blage　of　each　forest　was　divided　into　two

groups；one　was　categorized　by　the　species　maillly　collected　ill　the　tree　canopy　and　the　other　was

categorized　by　the　species　collected　on　alld　around　the　forest　fioor．　Although　the　species　constituting　these
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groups were different at the three survey points, each drosophilid assemblage was often characterized by

the species distribution in and around forest canopy. Therefore, it is important to set traps vertically from

the forest floor to the canopy layer. Furthermore, results of this survey revealed that stratification of

drosophilid assemblage in the deciduous broad-leaved forest and coniferous forest in this survey seemed

to be similar to that of a beech forest and a subalpine coniferous forest in the northern part of Nagano

Prefecture, respectively. Domestic species of the drosophilid flies were not collected in the deciduous broad

-leaved forest and the coniferous forest in this survey. This fact means that these natural forests seemed

to be relatively free from human impact. On the other hand, DrosQPhila albomicans, which is 1<nown as a

recent drosophilid invader to Nagano Prefecture, was collected in the artificial forest in this survey. Since

this species has been enlarging its distribution area across Japan, expansion of this species is presumed

in Nagano Prefecture. Therefore, it is important to observe the expansion of the distribution area of this

species in Nagario Prefecture.

                                                        i
Key word : Drosophila assemblage, mountain environment, stratification, AFC Research Forest of Shin-

          shu University


